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の
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味
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風
味
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台
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使
用
し
て
い

ま
す
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株式会社宝幸 八戸工場のみなさん 

青魚は健康に良いとされる成分がたくさん含まれてます。
私どもは東北で漁獲される脂の乗った鰯の恵みを大切
にして、骨まで食べられるように「こだわりの製法」を駆
使して味噌味の缶詰を作りました。 
心を込めて製造した物を皆様にお届けします。是非お
召し上がりください。 

八戸港水揚げいわし使用 



【
古
今
東
北
商
品
の
こ
だ
わ
り
】 

＜商品名＞古今東北 八戸港水揚げいわし使用 やっこいいわし味噌煮 
【分類】：食品 
【製造者名】：株式会社宝幸 八戸工場 
【製造地】：青森県八戸市 
【主な原材料】：いわし（八戸港）、砂糖、みそ、食塩／増粘剤（加工デンプン）、（一部に大豆を含む） 

【内容量】：固形量１００ｇ、内容総量１４０ｇ 
【保存方法】：直射日光と高温多湿を避け、常温で保存。 
【賞味期限】：製造より３年 
【ＪＡＮコード】：４５７３３８１１８４８７５  
【ＩＴＦコード】：１４５７３３８１１８４８７２ 

＜おすすめの食べ方＞ 
 

お皿に盛りってお召し上がりいただけます。さらに少し温
めますと風味高い仙台味噌が味わえます。 
 
○いわし味噌 ねぎバターのせ 
①『いわし味噌煮缶』を耐熱容器に、調味液ごとうつして 
  軽くレンジで温めます。 
②その上に、バター小さじ１、刻み青ねぎを乗せて更に 
  温めます。お好みで七味唐辛子を振りかけます。 
 
○味付けいらずのいわし味噌煮缶のトマトチーズ焼き 
①たまねぎ１/２個を５㎜幅にスライスしましてオリーブ 
  オイルでたまねぎをサッと炒めます。 
②①に５～１０㎜にスライスしたトマトといわし味噌煮の 
  調味液を加えて煮込みます。 
③いわし、チーズを乗せて火にかけてチーズが溶けて 
  バジルをかけたら出来上がり。 
 

＜こだわりの原料調達・製造ライン＞ 
 

鰯原料を購入する際は目利きと理化学的な
検査を行うことで安定した商品をご提供でき
るように工夫しています。また、魚へんに弱
いと書いて「鰯」と言われており、人の手で触
れたり力が加わることで弱りやすいお魚です。
なるべく人の手に 
触れない製造ライン 
を構築しています。 
そうすることで鰯 
本来の風味や食感が 
そこなわれないよう 
工夫しています。 
 
 

〈こ
だ
わ
り
の
製
法
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弱
い
魚
と
書
く
「鰯
」。

宝
幸
で
は
魚
の
解
凍
、

整
列
、
選
別
、
充
填
等

の
工
程
を
従
来
は
人

手
で
作
業
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
機
械
化
に

よ
り
、
人
の
手
に
触
れ

る
こ
と
を
な
る
べ
く
減

ら
す
こ
と
で
魚
体
へ
の

ス
ト
レ
ス
、
温
度
変
化

を
極
力
減
ら
す
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
工
程
中
に
様
々

な
検
査
機
器
を
配
置

し
安
全
、
安
心
な
商
品

つ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

＜震災時の苦労・復興にかける想い＞ 
 

震災の際、宝幸八戸工場の被害は軽微であ
りました。しかし、燃料や缶容器を供給してい
ただいている製造工場の被災等で様々な物
が不足し、生産が開始されず苦労しました。  

震災をきっかけに缶詰めを召し上がった方
から、意外と缶詰もおいしいと言っていただ
きました。おいしい保存食「缶詰」の安定供
給について改めて重要性を感じました。 

〈こ
だ
わ
り
の
原
料
〉 

 

主
原
料
で
あ
る
鰯
は
、

青
森
県
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戸
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げ
さ
れ

た
鰯
を
使
用
し
て
い
ま

す
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ま
た
、
調
味
液
に
使
用

す
る
味
噌
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。
味
の
ベ
ー
ス

に
な
る
味
噌
は
、
風
味

豊
か
な
『仙
台
味
噌
』

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

味
噌
の
風
味
を
損
な

わ
な
い
様
に
、
甘
さ
を

調
整
し
ま
し
た
。 


